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ご 存知ですか

あ だ ち の 野 鳥
野鳥 写 真展6/5 ～11 中央 本町 庁舎

1 階 ロ ビー

区
は
、「
緑
と
水
の
豊
か
な
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

」
を
進
め
て

お
り

。
自
然
輿
境
の
保
全
、
水
鬢

浄
化
、
緑
の
確
保
な
ど
各
種
の
事

鏝
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
区
内
の
緑
と
公

園
も
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
数
多
く

の
種
類
の
野
鳥
が
生
息
し
、
可
愛

ら
し
い
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て

、
私
た
ち
に
自

然
の
あ
り
が
た
さ
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。

新
緑
の
季
節
の
、
生
き
生
き
と

し
た
さ
わ
や
か
な
ま
ち
で
、
小
鳥

た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。区

で
は
、
ど
の
よ
う
な
鳥
が
生

息
し
て
い
る
か
毎
年
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

観
察
さ
れ
た
主
な
鳥
は
、
ス
ズ

メ
、
ム
ク
ド
リ

、
ツ
バ
メ
、
キ
ジ

バ
ト
、
セ
キ
レ
イ
、
ヒ
バ
ジ
な
ど

。5
3

檸
顎
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

珍
し
い
鳥
で
は
、
チ
ュ
ウ
ヒ
、
コ

ミ
ミ
ズ
ク
な
ど
が
い
ま
し
た
。

左
の
写
真
は
、
区
内
で
撮
影
し

た
も
の
で
す
。

6
月
5
日
か
ら
環
境
週
間
か
始

ま
り
ま
す
。
次
の
と
お
り
写
真
を

展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
間
6
月
5
日
(
木
)
～
H
日
　

(杰

、
午
前
8
時
3
0分
よ
r
峻

5
時
1
5分
へ土
曜
旧
の
午
後
と

口
曜
口
は
除
く
)

鳩
所

巾
央
泰
町
庁
舎
1

階
口

ビ
ー

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
環
境
課

▼ コサキI 全長約61F,
シラサギの一種で、囗
ばしが黒く、足指が黄
色いのが特徴。中川付

近
に緊殖地があり、そ
の周辺ではよく見られ
る。

▲ モズ 全長約20F 。区内全域
で、四季を通して見られる。
耗くて大きな頭と鋭く曲った
くちぱしが特徴。捕えた昆虫
やカエルなどを小枝に刺して
おく習性がある。Fモズのはや
にえJ と片う。

▲ ハクセキレイ 全長約2】粐。白と黒のスマ
ートな鳥で。凧びながらチチュン。チチュ
ンと澄んだ由で廁く。水辺に多いが、整地
中のところなどで、虫をついばむ姿も眤ら
れる。

ト
オ
ナ
カ

全
長
約
3
7气

区
内
各
地
の

公
園
や
啀
で
、
一
年
中
見
る
こ
と
が
で

ざ
る
。
頭
が
黒
ぺ

水
色
の
艮
い
尾
を

持
っ
て
い
る
。

黔
キ
ジ
バ
ト
全
艮
約
3
3
?
。
背
巾
に
赤
裼
争
と
　

黒
の
う
ろ
こ
揆
様
か
あ
る
。
区
内
の
公
園
や
庭

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
の
上
に
小
枝
で
巣

を
作
り
、
'
ゼ
ゼ
ッ
ポ
ッ
ボ
ユ

と
鳴
く
。

第8 回

足
立
の
花
火
大
会

7
月
2
4日
(
雨
天
2
5

日
)

荒
川

河
川

敷

夏の夜・光の舞い

蛍を見に行こう
6/ 6 ～15 元 渕 江公 園

6/ 6 、7 、8 は 夜 間 展 示 も 行 い ます

竄
の
夜
を
い
ろ
ど
る
蛍
が
、
今

年
も
元
溯
江
公
園
で
、
大
き
く
育

ち
ま
し
た
。
幻
想
的
な
黄
緑
色
の

光
鷽
は
な
っ
て
、
飛
び
か
う
蛍
を

身
近
か
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。蛍

を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
、

家
族
そ
ろ
っ
て
、
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

日
時
6
月
6
囗
(
舍～
1
5
囗
　
　

一
、
口
午
前
1
0
時～
午
険
4
時

※
6
囗
I
8
日
は
、
午
険
7
時～

9
時
ま
で
、
汝
間
も
展
示
し
ま
す
。

場
所

元
溯
江
公
園
(
保
木
間
二

丁
目
1
7

竹
の
塚
駅
東
口
か
ら

都
バ
ス
北
千
住
駅
行
保
木
間
。

丁
目
下
車
5
分
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
公

園
課

豐
禊
5
2
6
1

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

お
近
く
の
公
園

区
内
に
は
、
大
小
3
の
さ
ま
ざ

ま
の
公
園
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
元
渕
江
公
園
、
北
哩
浜

公
園
、
見
沼
代
観
水
公
園
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

初
夏
の
一
日
、
お
近
く
の
・

園

を
散
歩
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

惷
兀
溯
江
公
園

こ
の
公
園
は
、
蛍
を
・兒
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
四
季
折
々
の
叺

倩
を
味
わ
う
'
』と
が
で
き
ま
す
。

袤
だ
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
バ
ー
ド

ガ
ー
デ
ン
、
生
物
館
、
鮒
や
麪
の

い
る
釣
り
池
も
あ
り
ま
す
、

・

北
島
浜
公
園

こ
こ
で
は
、
遊
び
な
が
ら
、
交

通
ル
ー
ル
や
交
通
知
識
が
自
黙
に

身
に
つ
く
よ
う
に
、交
通
哮
識
、怎

吩
機
な
ど
を
殿
置
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
な
ど
に

も
無
料
で
乗
れ
ま
す
。

(
啀
浜
三
丁
目
2
6

西
新
井
駅

西
口
か
ら
東
武
バ
ス
都
市
農
業
ら
(

園
行
脛
浜
中
学
校
下
車
3
分
)
　

み
ぬ
1艸
』いし
人すぃ

・
見
沼
代
親
水
公
園

全
長
約
千
沺
号

か
つ
て
の
農

業
用
水
が
水
に
親
し
め
る
公
園
と

し
て
復
活
。
水
生
値
物
、
こ
も
れ

び
、
せ
せ
ら
ぎ
、
ま
ど
ろ
み
の
各

ゾ
ー
ン
か
ら
な
り
、
夏
に
は
、
水

遊
び
、
艨
詣
で
散
策
も
で
き
る
区

民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
す
。

(舎
人
三
・
四
丁
目

竹
の
塚

駅
西
川
か
ら
東
武
バ
ス
舎
人
ニ
ツ

僑
行
占
千
谷
唏
ま
た
は
終
点
下

車
)そ

の
他
に
も
、
古
民
家
を
復
元

し
た
都
市
農
業
公
園
、
滝
の
流
れ

る
日
本
庭
園
の
あ
る
花
畑
公
園
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
で
き
る
大
谷
田

公
園
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
公

園
課

　
貘
5
2
6
1

▲ 子どもたちが藁し< 遊ぶ北皀浜公園( 写真上) と
見沼代親水公園( 写真尹

自
立
し
て
明
日
を
築
く
足
立

な
ぜ
、い
ま
特
別
区
制
度
の

改
革
が
必
要
な
の
か
(
1
)

私
た
ち
の
ま
ち
東
京
2
3区

は
、
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

社
会
の
高
齢
化
、
高
度
情
報

化
、
価
値
感
の
多
様
化
な
ど
の

社
会
の
動
き
に
遅
れ
て
は
な
り

ま
せ
へ

そ
の
た
め
に
は
、
各

区
の
特
性
を
い
か
し
た
個
性
の

あ
る
行
政
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
主
性
と
創
造
性
を
発
揮

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
特
別
区

制
度
は
、
大
都
市
東
京
を
笵
棍

す
る
あ
ま
り
、
各
区
の
自
主
性

が
尊
璽
さ
れ
に
く
く
、
財
政
的

に
も
都
に
依
存
し
た
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、よ
り
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ほ
民
の
皆
さ
ん

に
最
も
身
近
な
目
治
体
で
あ
る
X

か
、
名
実
と
も
に
自
立
す
る

こ
と
が
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

も
っ
と
、
個
性
を
大
切
に
し

た
、
も
っ
と
、
僅
み
や
す
く
働

き
や
す
い
ま
ち
づ
く
口
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
は
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
私
た

ち
の
住
ん
で
い
る
K
は
ど
う
変

わ
る
の
か
・説
明
し
て
い
き
ま

す
。特

別
区
の
自
治
権
が
名
実
と

も
に
確
立
さ
れ
る
よ
う
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。'

企
画
課
V

本庁舎・中央本町庁舎・区民事務所で扱っている主な業務は、次のとおりです。'
窓 口をおまちがえのないようにご注意ください。

○ 本庁舎の代表電話は882- 1111です。中央本町庁書、各区民事務所の所在地・電話番号等くわしくは、
「くらしの便利帳` 86」の6～9ページをご覧ください。



昭 和61 年6 月5 日 あ だ ち 広 報 第725 号 ( 2)

お気軽にご利用ください

福祉事 務所の相 談
福

祉

あ

ん

な

い

●
身
体
に
障
害
の

あ
る
方
に

身
体
上
な
ん
ら
か
の
障
害
の
あ

る
方
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
司
が

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

只
や
更
生
医
療
の
給
付
、
覃
庭
奉

仕
鰄
等
の
派
遣
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

●
精
神
薄
弱
者
(
児
)

の
こ
と
で

お
困
り
の
方
に

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
の
援

護
施
設
へ
の
入
所
、
「
愛
の
手
帳
」

の
交
付
な
ど
に
つ
い
て

、
精
神
薄

弱
者
福
祉
司
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

●
母
子
家
庭
の
方
に

相
談

母
子
相
鮫
糾
が
2
0歳
禾
満

の
児
童
の
い
る
母
子
家
庭
の
経

済
上
の
問
閹
、
児
童
の
就
学
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

貸
付
制
度

経
済
的
自
立
の
手
助

け
の
た
め
に
、
事
業
開
始
・
継

続
資
金
、
住
宅
補
修
金
、
就
職

・
就
学
支
度
金
な
ど
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

母
子
寮

生
活
環
境
を
変
え
て
児

童
を
養
腎
し
た
い
母
子
家
庭
の

方
に
母
子
寮
入
所
制
度
が
あ
り

ま
す

ま
た
、
急
に
宿
泊
先
の

な
く
な
っ
た
母
子
に

一
時
的

な
宿
所
を
提
供
し

、
生
活
相
談

に
応
じ
る
一
時
保
護
所
も
あ
り

ま
す

単
身
衣
庭
休
養
ホ
ー
ム

指
定
の

国
民
宿
舎
等
を
年
1
回
―
泊
2
　

日
に
限
り

無
科
ま
た
は
低
額

な
料
金
で
利
用
で
き
ま
す

●
ご
婦
人
の
方
に

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
等
か
ら

逃
れ
て
一
時
的
に
保
霞
を
汞
め
る

婦
人
や
、
複
雑
な
問
萌
を
か
か
え

て
困
っ
て
い
る
婦
人
を
対
象
に
相

談
に
C
じ
て
い
ま
す
。

●
児

童

相

談

児
童
福
祉
司
が
子
ど
も
の
養

气

障
害
児
な
ど
子
ど
も
の
問
題

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

相
駁
日
時

毎
週
月
・
木
曜
日
、

午
前
9
時
3
0分
か
ら
正
午
ま
で

(
中
郎
福
祉
事
務
所
は
木
曜
日

の
み
)

●
家

庭

相

談

家
庭
相
談
貝
は
、
家
庭
内
の
悩

み
ご
と
な
ど
の
聞
き
役
、
相
談
相

手
で
す
。
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
相
談
に
に
じ
て
い
ま

す
。

相
駁
日
時

毎
週
月
・
水

・
金
曜
日
、
午
後
1
時

か
ら
5
時
ま
で

●
生

活

保

護

祠
気
な
ど
の
理
由
か
ら
働
け
な

く
な
り
、
収
入
が
減
っ
た
た
め
生

活
費
や
医
療
費
な
ど
に
お
困
り
の

方
に
は
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

●
出
産
費
用
に

お
困
り
の
方
に

妊
産
婦
の
方
が
、
入
院
し
て
が

晩
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
入
院

費
用
を
支
払
う
こ
と
が
困
雅
な
場

合
、
相
談
に
C
じ
て
い
ま
す
。

●
老
人
の
方
に

老
人
福
祉
指
導
主
事
が
老
人
ホ

ー
ム
へ
の
入
所
、
家
庭
奉
仕
貝
等

の
派
遣
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

。

●
ろ
う
あ
者
の
方
に

手
話
通
訳
者
か

ろ
う
あ
者
の

方
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

相
談
日
時

優
月
第
4

木
曜
日

(
休
・
祭
日
に
当
っ
た
時
は
翌

日
)
午
後
1

時
か
ら
4
時
ま
で

○
相
談
、
問
い
合
わ
せ
は

い
ず

れ
も
管
轄
の
福
祉
事
務
所
へ
。

● 相談日時は、指定のあるものを　
除き、毎日、午前9時～午後5　
時までです。( 土曜日 は、正午
まで)

お

と

し

よ

り

の

方

へ

夫婦

部
屋
入
居
者
募
集

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

区
で
は
、
家
庭
環
境
や
住
宅

亊
疇
等
の
理
由
に
よ
り
、
居
宅

で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
6
0

蔵
以
上
の
方
を
対
象
に
、
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
「
足
立
区
し
黔
ね

園
」
を
霞
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
夫
婦
部
屋
に
空

き
が
生
じ
ま
し
た
の
で

。
希
望

者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お
、
単
身
部
屋
は
現
在
、

満
室
で
す
が
、
希
望
す
る
方
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
福
祉
係
。し
ま
ね
菌
(
a
　
8
8
5
4
6
0
1
)

忘
れ
ず

申
請し
て
く
だ
さ
い

老
人
無
料
入
浴
券

区
で
は
、
昭
和
6
1年
4
月
1

日
現
在
、7
0織
以
上
の
老
人
を

対
象
に
、
老
人
無
料
入
浴
券
交

付
申
請
魯
(
往
復
(
ガ
キ
)
を

発
送
し
ま
し
た
。

申
請
期
限
は
6
月
1
6日
で
す

の
で
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い
力

は
、
期
限
に
閧
に
0
つ
よ
う
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
保
護
世
帯
の
老
人
の
方
へ

今
年
度
か
ら
、
生
活
保
護
世

帯
に
対
す
る
入
浴
券
の
支
給
を

廃
止
し
ま
し
た
の
で
、
老
人
無

料
入
浴
券
を
希
望
す
る
方
は
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

。

老
人
福
祉
係

身 体 障 害 者 の 方 へ

募
集
し
ま
す

通
所
訓
練
希
望
者

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
分
室
で

は
、
次
の
と
お
り
、
訓
練
者
の
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

選
考
は
、
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
医
師

な
ど
の
判
定
に
よ
n
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ
も
心

身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
さ
8
8
3
6
1
7
1
)ま

で
ど
う
ぞ
。

心
身

障

害

福
祉
セ
ン
タ
ー

【
身
体
機
能
通
所
馴
練
】

脳
血
管
障
害
等
で
、
機
能
訓
練

に
よ
り
心
身
と
も
に
改
斜
が
期
待

で
き
る
障
害
者
に
対
し
、
障
害
を

理
解
し
生
活
意
欲
を
拡
大
す
る
た

め
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

'
対
象

区
内
在
住
の
身
体
障
害
者

で
、
セ
ン
タ
ー
の
医
師
な
ど
が

訓
練
の
必
要
を
認
め
た
方

募
一

人
数
1
0

名

馴
練
日
程

週
2

日
(
6

ヵ
月

閧
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
2
時

通
所
方
法

必
要
に
よ
っ
て
は
送

迎
バ
ス
の
運
行
が
あ
り
ま
す
　

【
成
人
都
通
所
訓
練
】

創
作
活
動
な
ど
を
通
し
て
障
害

者
相
互
の
連
携
を
深
め
、
社
会
性

・
自
立
性
の
向
上
を
は
か
り
ま

す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
5歳
以
上
の

肢
体
不
自
由
者
で

、
障
害
の
程

慶
が
お
お
む
ね
巾
・
軽
度
の
方

募
集
人
数

若
干
名

訓
練
日
程

週
2
日
了
年
間
)
、

午
前
1
0時
I
午
後
2
時

通
所
方
法

必
要
に
よ
っ
て
は
送

迎
バ
ス
の
運
行
が
あ
り
ま
す

江

北

分

室

【
職
業
前
訓
練
】

手
工
芸
な
ど
簡
易
作
業
を
通
し

て
、
作
業
へ
の
適
応
性
や
耐
久
性

を
高
め
、
職
業
に
つ
く
た
め
の
訓

練
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

対
象

原
則
と
し
て
卯
歳
以
下
で

自
分
で
分
室
ま
で
慂
政
る
区
内

在
住
の
身
体
障
害
者

募
集
人
数
1
4
名

訓
繚
日
程

週
2
日
(
1
年
間
)
、

午
前
1
0時
I
午
唆
3
時

東
六
月
町
分
室

【
技
能
馴
練
】

作
業
能
力
の
開
発
を
ほ
か
り
、

作
業
活
動
を
と
お
し
て
。
社
会
復

帰
・
社
会
参
加
の
促
進
を
は
か
り

ま
す
。

対
象

自
分
で
分
室
ま
で
通
え
る

区
内
在
住
の
身
体
障
害
者

募
集
人
数
7

名

訓
練
日
程

週
2
日
(
1
年
間
)
、

午
前
1
0時
3
0分
I
午
唆
2
時
3
0
　

分

ご 利用
く ださ い

有料道路通
行料金

の

割 引 券

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ

て
い
る
下
肢
、
ま
た
は
体
幹
機

能
障
害
の
方

内
容

本
人
ま
た
は
、
同
一
生
計

の
方
が
所
有
す
る
乗
用
自
助
申

(
営
業
用
を
薩
く
)
を
障
害
者

自
身
が
運
転
し
、
有
料
遭
路
を

利
用
す
る
塒
台
に
、
料
金
が
創

引
に
な
り
ま
す

手
続
方
法

身
体
障
害
者
手
帳
、

運
転
免
許
証
、
軍
検
証
、
印
か

ん
を
持
参
の
う
え
、
福
祉
事
務

所
で
創
引
券
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い

問
合
せ
先

各
福
祉
事
務
所
身
体

障
害
者
福
祉
担
当

く
ら
し
の

情
報

消
費
者

地
域
で
学
習
会
を

開
き
ま
せ
ん
か

消
賢
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
暮

ら
し
を
と
り
ま
く
さ
ま
‘
i
な

問
題
を
テ
ー
マ
に
『
出
的
教
堅
へ

を
げ
っ
て
い
ま
す
。

1
6ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
ス
ラ
イ

ド
の
上
映
や
家
庭
で
で
き
る
簡

単
な
実
験
な
ど
、
ご
希
望
に
沿

っ
た
内
容
で
講
師
を
派
心
し
ま

す
。費

用
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
こ
ん
な
テ
ー

マ
で
勉
強
し
て

み
ま
せ
ん
か
?
】

▽
お
や
つ
を
考
え
る

▽
食
品
添
加
物

∵
石
け
ん
と
合
成
洗
剤

▽
こ
ん
な
悪
仮
商
法
に
'、。注

意

フ
農
薬
に
つ
い
て

▽
そ
の
他
消
費
生
活
闃
墺
ア
ー

マ
【
1
6ミ
リ
、
ス
ーフ
イ
ド
も
貸
し

出
し
て
い
ま
す
】

Λ
食
品
関
係
て

▽
・見
直
そ
冫
わ
が
子
の
お
や
つ

▽
た
べ
も
の
を
考
え
る

▽
安
全
な
食
品
を
求
め
て

▽
食
品
添
加
物
と
子
と
も
の
健

康
▽
見
直
そ
冫
わ
が
家
の
加
工
食

品

Λ
洗
剤
関
係
▽

∇
西
成
洗
剤
は
安
全
か

▽
台
成
洗
剤
と
水
質
汚
濁

Λ
そ
の
他
▽

▽
た
ば
こ

マ
あ
ぶ
な
い
飲
み
水
ほ
か
多
数

※
所
要
時
間
は
、
い
ず
れ
も
2
0
-
3
0

分
程
度
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー

昔
Ⅲ
1
3
9
2

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
活
用
品
交
換

情
報
コ
ー
ナ
ー

「
子
ど
も
が
生
贏
れ
る
の
で

○
○
か
欲
し
い
≒
引
っ
越
し
す

る
の
で

、
O
O

を
訛
り
た
い
か

ユ

ー
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

必
要
な
生
活
用
品
を
求
め
る
声

や
、
不
要
に
な
っ
た
生
活
用
品

を
譲
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
踟

が
布
せ
ら
れ
て
い
ま
す

。

こ
う
し
た
方
々
の
た
め
に

、

消
費
去
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
ー

ド
式
に
よ
る
生
活
用
品
交
換
の

悁
報
提
供
を
行
り
て
い
ま
す
。

力
-
ド
掲
示
場
所

西
新
井
区

民
ホ
ー
ル

登
録
資
格

区
内
在
庄
・
在
勤

占
登
録
期
間
9
0

日
問

登
録
方
法

消
費
者
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
品

名
、
価
格
、
型
式
な
ど
を
台

帳
に
登
録
し

、
カ
ー
ド
を
掲

示
し
ま
す

登
録
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー
きⅢ
1
3
9
2

6
月
の
安
売
り
デ
ー

・

青
果
物
6

月
1
8日
余
T
　

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
店

蛬
魚
6

月
2
0日
(
金
)・・・
肓
い

ノ
ボ
リ
の
あ
忝
g

主
催

▽
足
立
区
青
果
物
安
売

り
デ
ー
協
議
会

▽
関
東
水

産
物
商
業
協
同
變
こ
西
新
井

支
部
・
千
住
支
部

後
援

足
立
区

国
民年
金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ

国
民
年
金
の

手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

国
民
年
金
制
度
で
は
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ

ん
(
2
0歳
以
上
6
0歳
末
鐫
の
方
)

は
、
全
員
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。こ

の
ぶ
フ
な
方
を
r
第
3
兮

被
保
険
者
」
と
い
い
、
保
険
料

は
、
本
人
が
納
め
な
く
て
も
、

夫
が
加
入
す
る
年
金
制
度
か
ら

袤
と
め
て
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
だ
、
届
け
出
を
し
て
い
な

い
方
は
べ
第
3
号
被
保
険
者
該

当
届
」
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
气

夫
の
会
社
の
確
認

を
受
け
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

確
記
の
で
き
な
い
方
は
、
次

の
S
頬
等
を
持
穆
の
う
え
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
以
前
に
厚
生
年
金
、
国
民

年
金
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る

方
は
、
そ
の
年
金
手
帳

▽
配
偶
者
の
厚
生
年
金
手
帳

か
共
済
組
合
員
証

▽
健
康
保
険
証

手
続
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
適
用
係
(
〒
圀
中
央

本
町
―
-
1
7
-
I

昔
辧
i
　
1
5
1
)

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
方
へ

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。経

済
的
な
事
嚊
な
ど
で
、
納

め
る
こ
と
が
困
雛
な
方
は
、
保

険
料
免
除
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

手
続
力
法

国
民
年
金
課
、
ま

た
は
各
区
民
事
務
所
へ
印
か

ん
、
年
金
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

記
録
係

酋
瞋
5
1
5
1

国
民
年
金
保
険
料
の

お
支
払
い
は

口
座
振
替
で

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
あ

な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
納
付
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
か
あ

る
銀
行
、
信
用
金
座
、
信
用
組

合
、
農
協
の
窓
口
へ
。

持
参
す
る
も
の

年
金
手
帳
、

預
金
通
帳
、
取
引
印
か
ん

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

記
録
係
a

驥
5
1
5
1

6
月
は
国
民
年
金
の

支
払

月
で

す

現
在
受
け
て
い
る
老
齢
年

金
、
通
算
老
齢
年
金
、
障
害
年

金
、
母
子
年
金
等
の
支
払
月
は
、

い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す
。

老
齢
年
金

年
4
回
(
6

月
。

9
月
、
H
月
、
3
月
)

通
算
老
齢
年
金

年
2
回
(
6
　

月
。
1
2月
)

障
害
・
母
子
年
金
等

年
4
回

(
6
月
、
9
月
、
1
2月
、
3
　

月
)

※
受
給
権
者
現
況
届
を
提
出
さ

れ
ま
せ
ん
と
、
年
金
の
支
払
い

か
差
し
止
め
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
刄
'

注

意
く
だ
さ

し間
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

給
付
係

登
辧
5
1
6
1

学習会で使うテキスト
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保
健
衛
生
ガ
イ
ド

あっちゃんの歯のおはなし

歯の衛 生週間

6/ 4～6/10

あ
っ
ち
ゃ
ん

は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

と
き
か
ら
保
健
所

の
歯
科
相
鮫
室
に

来
て
い
ま
し
た
。

歯
み
が
き
が
大
き

ら
い
で
泣
い
て
い

た
あ
っ
ち
ゃ
ん
で

し
た
が
、
今
は
も

う
5
歳
で
す
。

あ
る
日
、
滌
ん
で
い
た
あ
っ
ち

ゃ
ん
の
囗
の
中
に
鋭
い
嵎
み
が
と

お
り
ぬ
け
ま
し
た
。
ス
キ
ン
ス
キ

ン
す
る
痛
み
に
、
小
さ
な
あ
っ
ち

ゃ
ん
は
大
声
で
泣
き
出
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

お
友
だ
ち
の
ひ
ろ
君
が
、「
お
ぱ

さ
1
ん
」
と
走
っ
て
膏
た
と
き
、

お
か
あ
さ
兀
は
、
や
っ
ぱ
n
と
思

い
ま
し
た
。

「
私
も
反
省
し
な
ぐ
ち
や
。
3

鎭
ま
で
は
、
保
健
所
で
定
期
的
に

倹
診
を
受
け
た
り
。
教
室
に
番
加

し
て
勉
強
し
た
り
し
て
。
あ
っ
ち

ゃ
ん
の
囗
の
中
を
よ
く
み
て
い
た

の
に
・・・
今
で
は
、
歯
み
が
き
も
太

人
袤
か
せ
、お
か
し
は
食
べ
放
願
、

そ
う
い
え
ば
最
近
は
食
亊
も
き
ち

ん
と
と
ら
な
い
日
が
多
い
わ
。
保

健
所
の
衛
生
士
さ
ん
か
ら
、
半
年

ご
と
に
歯
医
者
さ
ん
で
み
て
も
ら

う
ぷ
つ
に
言
わ
れ
た
け
ど
、
行
っ

て
な
か
っ
た
y

に。

お
か
あ
さ
ん
は
、
そ
う
思
い
な

が
ら
、
あ
っ
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
歯

医
者
さ
ん
へ
行
瘴
汞
し
た
。

「
む
し
歯
は
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
も
自
然
に
は
な
お
6

な

い
病
気
で
す
。
早
い
う
ち
に
み
つ

け
て
治
輦
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ

大
切
な
こ
と
は
、
む
し
歯
に
し
な

い
生
活
に
変
え
て
い
く
こ
と
で

す
。
そ
冫
し
な
い
と
む
し
歯
は
増

え
て
い
声
汞
す
よ
。お
か
あ
さ
ん
、

ご
ら
ん
な
さ
い
。
こ
の
む
し
歯
の

う
し
ろ
に
は
え
て
き
た
白
い
の

が
、
第
一
大
日
歯

百

歳
臼
歯
)

で
す
よ
」
と
、
あ
っ
ち
ゃ
ん
の
口

の
中
を
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
第
一
大
臼
歯
(
6

歳
臼
歯
)

は
、
5
、
6
歳
頃
か
ら
は
え
は
じ

め
て
、
1
0年
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
が

っ
ち
り
強
く
な
る
の
で
す
。
そ
し

て
こ
の
歯
は
、
人
間
の
歯
の
中
で

一
番
大
き
く
て
、
か
む
力
が
一
番

強
ぺ

か
み
あ
わ
せ
の
中
心
で
す
。

で
す
か
ら
全
身
の
発
育
の
盛
ん
な

時
期
の
児
童
に
と
っ
て
は
、
特
に

重
要
な
歯
で
す
」。

先
生
の
お
話
」
蔘
藺
い
た
お
か

あ
さ
ん
は
、「
健
康
な
子
ど
も
は
観

た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
歯
の

役
割
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し

た
。
6
歳
臼
歯
を
あ
っ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
守
っ
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ
」。

あ
っ
ち
ゃ
ん
の
チ
を
キ
ュ
ー
と
握

り
し
め
ま
し
た
。

健
康
な
歯
を
守
り

育
て
る
た
め
に

む
し
歯
は
一
つ
の
こ
と
が
原
因

で
で
き
る
の
で
は
な
い
の
と
同
じ

よ
う
に
、
そ
の
予
防
も
、
一
つ
の

方
法
で
1
0
0
%達
成
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
「
歯
の
健

康
づ
く
り
」
を
通
し
て
、
健
康
は

自
分
で
っ
く
り
、
守
り
、
弯
て
る

も
の
と
い
う
考
え
方
を
、
次
の
世

代
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

Λ
保
健
所
歯
科
相
談
室
V

みんなの 健康
足 立 保 健 所0855- 4151干 住 保 健 所0888- 4277
江 北 保 健 相 岐 所O896- 4004
東 和 保 健 相 岐 所**606- 4171
中央本町保健 相談所88( M165

一台だけなら…

が何百台に!

迷惑な駅前放置自 転車

区
で
は
、「
東
京
都
足
立
区
自

転
車
の
駐
皿
秩
序
及
び
自
転
車

駐
車
場
の
塵
備
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
昭
和
5
8年
度

か
ら
区
内
1
3
駅
中
、
9
駅
の
周

辺
の
自
転
車
畦
車
場
の
整
備
を

す
る
と
と
も
に
放
置
規
制
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し

、
残
今心
な
こ
と
に
、

い
ま
だ
に
自
転
車
を
放
置
す
る

人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

一
台
だ
け
な
ら
と
置
い
た
自

転
車
が
た
ち
ま
ち
何
百
台
も
放

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
に
、
放
置
規
制
を
実
施
し

て
い
な
い
地
区
で
は
、
路
線
バ

ス
の
発
着
に
も
支
障
を
き
た

し
、非
常
に
危
険
な
状
態
で
す
。

放
置
自
転
車
の
問
題
は
ひ
と

こ
と
で
い
え
ば
、
自
転
申
利
用

者
の
モ
ラ
ル
の
問
題
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

ま
す
。
駅
か
ら
近
く
に
お
住
ま

い
の
方
は
徒
歩
で

。
遠
距
離
で

自
転
車
を
利
用
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
は
、
定
め
ら
れ
た
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
で
安
全
な
駅
前
を
つ

く
る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
か
ら
で
す
。

Λ
交
通
安
全
対
策
課
▽

同

和
問

題

の

理
解
の
た
め
に

人
種
を
尊
重
し
差
別
を
な

く
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
闥

世
界
人
塰
E
一
言
に
は
「
人

類
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
貝

の
固
有
の
尊
厳
と
、
平
等
で

譲
る
こ
と
の
で
忝
な
い
楫
利

と
を
覃
昭
す
る
こ
と
は
、
世

界
に
お
け
る
自
由
、
正
義
及

び
平
和
の
基
礎
で
あ
る
の

で

、
人
権
の
無
視
及
び
軽
僣

が
、
人
類
の
艮
心
を
賂
み
に

じ
っ
た
野
蛮
行
為
を
も
た
ら

し
、
言
諭
及
び
信
仰
の
自
由

か
受
け
ら
れ
、
恐
怖
及
び
欠

乏
の
な
い
世
界
の
到
来
が
、

一
般
の
人
々
の
最
高
の
願
望

と
し
て
宣
岔
さ
れ
た
」
(前
文

の
一
部
)
と
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
。

平
和
と
基
本
的
人
権
を
保

障
す
る
「
世
界
人
権
宣
芒

峡
1
9
4
8

年
(
昭
和
2
3

年
)
第
3
回
国
際
連
合
総
会

で
採
択
さ
れ
ま
し
た

。
こ
の

冒
言
ほ

す
べ
て
の
人
々
が
基

本
的
人
権
に
つ
い
て

、
お
互

い
に
認
め
合
い
、
尊
鴦
し
な

け
れ
ぱ
な
う
な
い
こ
と
を
叨

ら
か
に
し
て
い
ま
す

。

さ
ら
に
、
人
権
宣
一芭
を
よ

り
効
果
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
、
1
9
6
6

年
に
国
際
連

合
で

「
国
際
人
権
規
約
」
を

採
択
し
ま
し
た

。
こ
れ
は
。

「
経
済
的

、
社
会
的
及
び
文

化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規

約
」
と
「
市
民
的
及
び
政
治

的
権
利
に
関
す
る
国
際
規

約
」
と
の
二
つ
の
文
俗
か
ら

成
り
立
つ
条
約
で
す
。

人
間
豪
人
植
、皮
膚
の
色

、

性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上

、

そ
の
他
の
意
見
。
国
民
的
も

し
く
は
柱
会
的
出
身
、財
産
、

門
地
な
ど
、
い
か
な
る
事
由

に
よ
る
差
別
を
も
受
け
る
こ

と
な
く
、
す
べ
て
の
人
間
を

人
間
と
し
て
尊
黻
す
る
こ
と

を
、
締
約
国
に
義
務
づ
け
る

こ
と
に
よ
り
、「
人
権
」
を
国

際
的
に
保
障
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

日
本
も
「
国
際
人
権
規
約

」

を
批
准
し
、
国
際
的
な
人
権

算
重
国
家
の
グ
ル
ー
プ
の
一

同
と
し
て
仲
問
入
り
し
て
い

ま
す
。

O
同
和
問
題
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
同
和

対
策
担
当
へ
。

子
ど
も

2
人
目
の
お
子
さ
ん
に
も

支
給
し
ま
す

児

童
手

当

―
現
在
受
付
中
で
す
―

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ

れ
、
新
し
い
制
度
は
、
本
年
6

月
1
日
か
ら
実
施
に
な
り
ま
し

た
。

受
給
資
格

昭
和
5
9年
6
月
2
　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
を

合
む
1
8歳
禾
禹
の
児
童
を
2
　

人
以
上
養
育
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
義
矜
教
育

終
了
前
の
児
童
を

含
む
1
8歳
未
満
の

児
童
を
I
人
以
上

養
育
し
て
い
る
方

柬
左
上
表
の
所
賜
制

限
が
あ
り
ま
す
。

※
公
務
貝
、
ま
た
は

国
鉄
職
員
の
方
は
、

動
務
先
に
請
求
手
続

き
夸
T
る
こ
と
に
な
2

ヂ
。

手
当
驟
(
月
額
)

▽
2
人
目
の
2

歳
未
満

余

年
6
月
1
日
現
在
)
の
児
童

・・・
2
千
漣
円

▽
3
人
目
以

降
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

・
;
5
千
円

請
求
手
続
き
に

必
要
な
も
の
　

▽
請
求
人

名
義
の
区
内

金
融
機
関
の

頂
金
通
帳

(郵
便
局
を

除
く
)

▽
年
金
手

帳
と
健
康
保

険
証▽

本
年
1
　

月
1

日
現

在
、
区
外
に

居
住
し
て
い

た
方
は
、
前

住
地
で
の
前
年
所
得
証
明
S
　

▽
印
か
ん

請
求
期
限
6

月
3
0日
(
叉

目
以
卜で
、
該
当
す
る
児
童

に
つ
い
て
は
、
従
采
どお
り

い
つ
で
も
請
求
で
孝
豕
す
)

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
童
助
成
係

お
知
ら
せ

法
律
相
談
が

増
え
ま
し
た

第
2
庁
舎
の
法
律
相
談
は
月

―
回
で
し
た
が
、
中
央
本
町
庁

舎
で
の
業
務
開
始
に
と
も
な

い
、
現
在
同
庁
舎
で
は
月
2
回

法
律
相
談
を
行
つ
て
い
廖
歹
。

本
庁
舎
、
中
央
本
町
庁
舎
の

相
談
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
庁
舎

毎
週
月
・
木
曜
日
・・・

―
階
区
民
相
鮫
室

中
央
本
町
庁
舎
毎
月
第
2
・
　

第
4
水
曜
日
・
・
・
冫
階
相
談
室

柬
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時～

4
時
。
予
約
制
で
す
(
電
話

予
約
可
)
。

予
約
一
間
合
せ
先

寡
庁
舎
・

広
報
課
相
鮫
係

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家

屋

等

を

新
築
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
備
が
済
ん
だ
地

域
内
に
、
家
屋
等
を
新
築
さ
れ

た
方
は
、
住
所
を
付
け
る
た
め

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
庄

所
が
付
け
ら
れ
な
い
た
め
、
転

入
等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ

ん
。
届
け
出
に
は
、
建
築
確
認
S

一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係

魯
脚
9

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

街

路
灯

が

点

灯
し

な

い
と

き

区
の
街
路
灯
(
オ
レ
ン
ジ
色
)

が
故
陣
し
て
い
ま
し
た
ら
、
お

手
数
で
す
が
、
そ
の
所
在
地
、

管
理
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

連
絡
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
街
路
照
明
係

雲
翻

昭和61年度所 得制限額( 予定)

は
加

飢

の

の
に

鮨
彖
y
J

ら
i

衾
た

婦

な
済

の
し

竃

賢
民

後
除
'

必
咬

除
控

肴

に
学

控
を

竹

き
I

得
9

障

絞
私

哺
紆

・
T

ヽ

り
裳

済

小
金

給
必

八

a
年

、
ら

模

`
1
‘
は
か
蛻

飢
り
す
て
釦

小

山
`
ま
い
忿
`
r
か
り
っ
人
費

`
す
な
に
収
療

格
で
と
名
は

以

資
什
象
俳
て
ヽ
給
条
対
所
い
山

受
じ
か
り
っ
扣
す
一
川
左
給
に
料
ま

J
と
る
I
占
す
険
り
付
゛
-
い
額
俳
ま
保
あ

綸
I
て
會
所
い
会
か

例
蔽
し
碍
の
い
杜
除

吶
児
入
所
洫
を

井

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

住
民
票
の
閲
覧
と
写
し
の
交
付

情
報
化
社
会
の
進
展
に
と
も

な
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
対
処
す
る
た
め
、
庄
民
基
本

台
帳
の
閲
覧
お
よ
び
住
民
票
の

写
し
の
交
付
の
制
度
が
変
わ
り

ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
○

で
す
。

●
住
民
票
の
写
し
は
、
原
則
的

に
「
続
柄
」
と
「
本
硝
お
よ
び

筆
頭
者
氏
名
」を
省
略
し
て
交

付
し
ま
す
。

ま
た
住
民
票
の
写
し
を
請
求

の
際
は
[
貝
体
的
請
求
理
由

を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

▽
「
続
柄
」
ま
た
は

「
本
籍

等
」を
必
要
と
す
る
場
合
は
。

そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
(
な
お
、
本
人
W
i

は
本

人
と
同
一
世
帯
の
方
お
よ
び

弁
護
士
、
司
法
拑
士
等
が
職

務
上
請
求
す
る
場
合
は
、
請

求
理
由
等
は
娶
し
ま
せ
ん
)
　

▽
附
票
の
請
求
は
、
住
民
票

の
写
し
の
交
付
に
準
じ
た
扱

い
と
な
n
ま
す

●
住
民
票
の
記
載
事
項
の
一
郎

に
つ
い
て
証
明
す
る
「
住
民
票

記
載
事
項
証
明
S

」
が
法
制
化

さ
れ
ま
し
た
。

※
謂
求
手
続
き
は
、
住
民
票
の

写
し
の
交
付
と
同
様
で
す
。

●
住
民
票
の
閲
覧
は
、
住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、性
別
の
み
を

記
載
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
戸
籍
の
附
果
は
閲

覧
で
き
ま
せ
ん

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
民
記
録
係

昔
鵺
5
0
4

7 月1 日
事業所統計調査

工場も、店舗も、会社も、学校も
皆さ んの職場が主役です

調査にご脇力をお願いし ます。

中央本・I庁舎・統計係<0880- 5031)
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募

集

・

催

し

も

の

第 20回 足 立区 展 ( 6月13日～
7 月11 日)

西新井区民ホール 作品募集中

芸
術
・
文
化
を
愛

す
る
区
民
の
作
品
発

表
の
場
と
し
て
観
し

ま
れ
て
い
る
足
立
区

展
も
2
0回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

今
年
も
区
民
の
力

作
が
展
不
さ
れ
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
で
ご

来
場
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
た
だ
い
ま

作
品
の
募
集
を
吁
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

Λ
応
募
規
程
▽

少
年
の
部
こ

般
の

都

洋
画
、
彫
塑
、一
道

応
募
資
格

区
内
在
庄
・
在
動
・

在
学
者

応
募
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
て
搬
入
日

に
作
品
と
一
緒
に

持
参

柬
申
込
用
紙
・
。要
項

は
本
庁
舎
・
文
化

係
、各
社
会
教
育
館
、

青
年
館
、
西
新
井
区

民
ホ
ー
ル
に
あ
り
ま

す
。

搬
入
・
搬
出
日
時
・

展
覧
期
間

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

本
庁
舎

・
文
化
係

Xi 菴 の 入實作 諏か り
J i 塑・戀l l

あ

ん

ぐ

る

あ ん ぐ る

「
夏
に
は
、
必
ず
甲
子
園
に
!
」

区
が
足
立
西
高
を
激
励

春
季
都
大
会

堂
々
の
準
優
勝

昨
年
の
秋
季
都
大
会
ベ
ス
ト
4
"

に
続
き
、
春
季
大
会
で
も
準
決
勝
で
名

門
帝
京
を
敗
る
な
ど
堂
々
の
牽
優
勝
と

な
り
、
関
東
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
都
立
高
と
し
て
関
東
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
た
の
は
、
5
3年
の
都
東
大
和

以
来
の
快
挙
で
す

。
区
で
は
。
栄
誉
を

称
え
る
と
と
も
に
今
後
の
活
躍
を
期
待

し
て
、
5
月
1
0日
区
長
に
代
り
社
会
教

育
部
長
が
同
校
を
訪
問
、
ボ
ー
ル
と
金

一
封
を
贈
り
ま
し
べ

主
将
の
大
塚
誠
君
は
、「
秋
・
春
の
大

会
を
通
し
て
、
チ
ー
ム
全
員
が
、
夏
の

甲
子
園
に
厦
か
な
手
応
え
岑
感
じ
て
い

ま
す
。
あ
と
2
ヵ
月
、
が
ん
ぱ
ひ
ま
す

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

写真左は本田校量、中央が大塚主将

夏
花
品
評
会

産
業
振
興
館

初
夏
を
い
ろ
ど
る
夏
菊
が
い
っ

ば
い
。
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
観
葉
噎
物
等
の
鉢
物
の

即
売
も
行
い
ま
す
。

日
程
6

月
1
2・
1
3日

出
展
者

区
内
花
き
栽
培
農
冢

目
的

夏
作
花
き
の
増
産
と
品
質

の
向
上
を
図
る

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
農

産
係

酋
膕
5
1
1
8

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
投
映
(
6
・
7
月
)

日
時

▽
毎
週
土
曜
日
…
午
後
2
　

時
・
3
時
3
0分
(
2
回
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

題
名

太
陽
系
の
思
星
た
ち

内
容
6

月
の
夜
空
に
見
え
る
星

星
と
、
太
陽
系
の
感
星
た
ち
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す

定
員
2
3
0名
(
各
回
先
咎
順
)

費
用

▽
1
5歳
以
下
…
無
料

▽
1
6歳
以
上
・
:圈
円

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー

酋
刪
8
8
0
1

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
の
ド
ー
ム

改
修
工
事
を
行
う
た
め
、7
月
1
9

日
よ
り
9
月
1
3日
ま
で
、
投
映
を

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

夏
休
み
を

林
間
学
園
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か

日
光
林
間
学
園
と
塩
原
林
間
学

園
を
、
夏
休
み
期
間
(
7

月
1
9日

～
8
月
3
0日
)
区
民
の
皆

ん
に

開
放
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
光
林
間
学
園
は
、
登
山
、(

イ
キ
ン
グ
、観
光
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
塩
原
林
間
学
園
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、サ
ッ
カ
ー
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
に
最
適
で
す
。
ご
家
族
、
お

友
達
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
の
ご
利
用

を
お
侍
ち
し
て
い
ま
す

。

空
室
状
況
に
つ
い
て
は
、
電
話

か
、
本
庁
舎
学
務
第
二
課
に
掲
示

し
て
い
ま
す
の
で
こ
確
認
く
だ
さ

い

。

利
用
料
金
(
1

泊
2
食
)

大
人
…
2
千
鶇
円

尖
・
:千
朷
円

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学

務
第
二
課

校
外
施
設
担
当

第15回 婦人セミナー

日本語ボランティア

育成講座

区
内
に
は
日
本
語
が
わ
か
ら
す

困
つ
て
い
る
外
国
人
や
帰
国
者
が

大
勢
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
に
日

本
語
の
日
常
会
話
を
教
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
外
国
・語
は
で
瘴
な
ぐ
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

国
際
感
寛
を
養
う
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
6

月
1
8
・
2
3
・
2
5
・
3
0

日
7

月
2
・
7
・
9
・
1
4・

1
6・
2
1・
2
3日
(
月
・
水
曜
日

の
全
1
1回
)
、
午
前
1
0時
1
正
午

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

講
師

日
本
語
学
校
教
師

沢
邑

や
す
子
氏

定
a
3
0

名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
僅

所
、
氏
名
ラ

リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
[婦
人
セ
ミ
ナ
ー
参

加
希
望

と
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
6

月
1
0日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
婦

人
対
策
担
当
(
〒
1
2
0千
住
1
-
　
4
-
1
8
)

手
芸
教
室

花
畑
セ
ン
タ
ー

日
時
6

月
2
8日
呈
)

、
午
後
1
　

時
I
4

時
3
0分

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

内
容

手
作
り
の
か
わ
い
い
ペ
ッ

ト
「
マ
ル
チ
ー
ズ
の
テ
ィ
ッ
シ

ュ
カ
パ
ー
」

定
員
3
0
名
(
先
着
順
)

費
用
千
s
円
(
当
日
持
穆
)

申
込
方
法
6

月
7
日
か
ら
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ

1
・
i
a
2
6
1
7

生
活
教
室

東
部
セ
ン
タ
ー

日
時
6

月
2
0日
(
金
)
、午
後
1
　

時
3
0分
A

時
3
0分

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

内
容

茶
花
の
心
を
日
常
生
活
に

(お
話
と
実
習
)

定
員
3
0
名

賢
用

沺
円
(
予
定
)

申
込
方
法
6

月
1
7日
か
ら
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー
a
s
7
1
0
1

お
し
ら
せ

第
8

回

足
立

の
花

火
大

会

区
民
の
み
な
さ
ん
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
恒
例
に
な
り
ま
し

た
「
足
立
の
花
火
大
会
」
の
日

惺
が
決
定
し
ま
し
た

。

日
時
7

月
2
4日
(
木
)
、
午
後

7
時
1
5分
～
8
時
4
5分
(
雨

天
・
荒
天
の
場
合
は
7
月
2
5

日
に
順
延
)

場
所
荒
川
河
川
敷
(
千
住
新
　

僑
～
西
新
井
樵
間
)

※
く
わ
し
く
は
、
別
途
「
あ
だ

ち
広
報
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

経
済
課
内
観
光
協
会
事
務
局

S
鵺
5
1
9
1

公

社

ア

ル

バ
イ

ト

募
集

仕
事

プ
ー
ル
の
監
視
、
受
付

対
象
1
8
～

3
5歳
位
ま

で
募
集
人
数
　
7
0

名
程
度

助
務
場
所
　

総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ブ
ー

ル
、
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

期
間
7
月
1
日
～
8
月
3
1
日
　

(
一
部
9
月
2
0日
前
後
ま
で
)
X

金

瞋
円
以
上
、
有
資
格
者

・
経
験
者
優
遇

問
合
せ
先

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

豐
8
5
9
8
2
1
1

図

書
館

休
館

図
曾
特
別
整
理
の
た
め
左
記

の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

・
6

月
1
6日
～
2
7日
…
…
竹
の

塚
・
佐
野
図
一

館

・
6

月
1
6日
～
2
9日
…
…
千
庄

・
や
よ
い
図
書
館

ひ
ろ

ば
※
先
一
順
で
、
一
団

体
一
事
業
、
3
が
月

間
再
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

【
投
稿
規
程
】

サ
ー
ク
ル
情
報
、
催
し
な
ど
の
案
内
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。/
営
利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
、
投

犒
内
容
が
不
備
な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
咎
順
/
一

団
体
一
事
業
と
し
て
3

ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手

短
か
に
ま
と
め
、
住
所
。
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費

用
(
金
額
、
使
途
)
、
電
話
連
絡
先
(
昼
)
を
明
記
し
て
、
郵

送
ま
た
は
持
参
の
こ
と
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
褐
載
後

の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/

締
切
り
は
、
発
行
日
1

ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
住
1
1
1
1
1
8
)

催
し
も
の

☆
子
供
バ
ト
ン
ー
チ
ア
ー
ポ
ン

ポ
ン
教
室
(
無
料
)
小
学
校
等

の
先
生
へ
の
講
習
も
可
/
6

月
8

・
1
5日

、
午
前
1
0時
3
0分
I

正
午
/
五
反
野
幼
碓
園
内
/
体

操
柵
着
用
/

バ
ト
ン
晋
及
会
本

部
▽
野
口
S
8
8
9
8
5
5
2

☆
演
武
会
(

出
場
者
募
集
)
6

月
1
5日
(
日
)
、
午
唆
1
時
か
ら
/

佐
野
体
育
館
/
一
人
千
円
/

区
内
在
住
・
在
動
者
の
各
種
古

武
辺
、
現
代
武
道
の
愛
好
者
団

体
(
1
0
団
体
)
…
見
学
自
由
/

日
本
古
傅
武
術
居
台
道
連
盟
▽

本
多
酋
鰯
8
9
7
4

募

集

☆
な
ぎ
な
た
初
心
者
講
習
会

▽
上
曜
ク
ラ
ス
6
月
7
・
1
4

日
、
午
後
3
時
～
4
時
・
:
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
▽
日
曜

ク
ラ
ス
6
月
2
2
・
2
9
日
T
陂

2
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
・
;
千
寿

小
学
校
体
育
館
/
小
学
校
1

年

以
上
の
男
女
(
高
齢
者
の
方
も

ど
う
ぞ
)
/

無
料
/
用
具
は
連

盟
で
牽
備
し
ま
す
/
な
ぎ
な
た

連
盟
∵
内
田
昔
誣
3
9
8
9

☆
手
づ
く
り
ネ
ク
タ
イ
講
習
会
6

月
H

日
か
ら
毎
週
水
曜
日
(

全
6
回
)
、
午
前
1
0時
I
正
午
/

青
年
館
/
千
2
0
0円

、
材
料
費

は
実
費
負
担
/
▽
石
松
眥
暘
3

☆
足
立
太
極
拳
教
室

▽
水
曜

教
室
6

月
1
8日
か
ら
…
弥
生

小
学
校

▽
土
曜
教
室
6

月
2
1

日
か
ら
…
西
伊
興
小
学
校
/

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
7
時
I
8

時
3
0
分
/

入
会
金
2

千

円
、
月
額
2
千
円
/
(

ガ
キ
に

住
所

、
氏
名
、
年
齢

、
電
話
お

よ
び
水
曜
か
土
曜
か
を
明
記
/
6

月
い
い日
必
着
/
▽
加
藤
修
三

(〒
1
2
1西
伊
興
町
4
1
-
6
8
)
さ
8
9
7
3
0
2
8

☆
足
立
合
気
会
合
気
遭
(
初
心

者
)
v

月
曜
・・
少

年
の
部
(
小

学
4
年
以
上
)
、午
後
6
時
1
7

時

一
般
の
部
、
午
後
7
時
I
8

時
3
0分

▽
水
曜
・・・
少
年
の

部
、
午
後
5
時
3
0分
I
6

時
3
0

分

一
般
の
部
、
午
後
6
時
3
0

分
I
8

時
/
総
台
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
/
少
年
・
:入
会
金
、
月

額
と
も
千
襄
円
、
お
と
な
・
:入

会
金
月
額
と
も
2
千
円
/
▽
田

口
昔
蚓
3
1
2
5

☆
東
京
人
ク
ーフ
ブ
(
中
高
年
齢

者
)
毎
月
―
回
史
跡
め
ぐ
n
と

食
事
会
を
行
い
ま
す
/
年
会
費
3

千
円
、
へ
そ
の
他
実
費
負
担
)
/

▽
高
橋
さ
8
8
1
1
5
3
6

☆
百
人
一
酋
を
親
し
む
会
(
子

ど
も
か
、り
お
年
寄
り
ま
で
)
毎

週
土
曜
日
/
自
宅
/
一
回
2
0
0円/

手
作
り
の
百
人
一
首
を
団
体

の
方
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
/

▽
大
出
(
梅
田
1
1
1
3
-
1
5
)

昔
誣
7
9
5
8

☆
子
ど
も
と
女
性
の
将
棋
教
室

▽
子
ど
も
教
室
・
:
毎
週
土
曜

日
、午
後
2
時
I
4
時
/
区
内

小
学
生
/
無
料
/
▽
女
性
教
室

毎
週
火
曜
日
、午
後
1
時
～
8

時
/
区
内
在
住
・
在
動
者
/
月

額
2
千
円
/
日
本
将
棋
連
盟
足

立
支
部
/
▽
宮
本

魯
眤
4
0

☆
小
唄
体
験
教
室
(

初
心
者
)

毎
週
火
曜
日
、
午
後
2
時
I
6

時
/

自
宅
/
一
回
千
円
(
楽
器

使
用
料
そ
の
他
雑
費
と
し
て
)
/

▽
斉
藤
(
梅
島
2
-
1
7
)
e

誣
2
4
7
2

☆
日
舞
サ
ー
ク
ル
会
員

毎
週

水
曜
日
(
変
更
も
有
)
、
盜
・
夜

の
部
/
弘
道
住
区
セ
ン
タ
ー
ノ

▽
斎
藤
さ
8
4
0
7
9
5
2

☆
ミ
ニ
バ
ス
ケ

。
卜
(
千
住
ク

ーフ
ブ
)
毎
週
日
曜
日
、
午
後
4

時
3
0分
か
ら
/
千
寿
第
一
小
学

校
体
育
館
/
小
学
4
年
生
以
上

男
女
/
月
額
5
0
0円/

▽
久
保
剛

一

誣
1
9
0
6

掲
示板

・
労
働
講
座
-
王
子
労
政
S
務

所講
座
内
容

▽
「
男
女
眤
用
機

会
均
等
法
」
事
業
主
説
明
会

▽
人
事
労
務
担
当
者
の
た
め

の
労
働
講
座

実
施
日
時
6

月
1
7・
1
9・
割

日

午
後
1
時
3
0分
～
4
時

3
0分

場
所

北
部
労
政
会
館
(
王
子

労
政
事
務
所
内
)

対
象

使
用
者
、
人
事
労
秘
担

当
者
お
よ
び
一
般
都
民

定
員
・
費
用

旧
名
・
無
料

申
込
・
問
合
せ
先

王
子
労
政

事
務
所

啻
釼
O
1
1
7

・
乳
幼
児
相
談

耳
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

の
相
談
お
よ
び
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

日
時
・
内
容

▽
毎
週
木
曜
日

・
'・
個
別
相
談
(
指
導
)

▽
厄

週
金
曜
日
・
:全
体
指
導
お
よ

び
母
親
教
室
い
ず
れ
も
午
前

1
0時
～
正
午

場
所

都
立
足
立
ろ
う
学
校

(
花
畑
フ

ム
0
_
i
C
5
)

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

ろ
う
学
校

き
匐
8
5
2
7

・

製
靴
技
能
講
座
(
甲
紙
型
コ

ー
ス
)
1

同
和
対
策
事
業
トト

日
時
6

月
2
3・
2
4・
2
6・
2
7
　

・
3
0日
、7
月
2
・
3
日
、

午
唆
6
時
I
9

時
1
0分

受
講
料

無
料

申
込
日
時
6

月
9

・
1
0日
、

午
前
9
時
～
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

高
等
職
業
技
術
専
門
校
台
東

分
校
(
東
京
都
産
業
労
働
会

館
内
)
昔
8
7
6
2
9
6
1

・
税
に
不
服
の
あ
る
と
き
は
　

税
務
曹
長
の
吁
う
課
税
処
分

(
更
生
や
決
定
)
や
滞
納
処
分

(
財
産
の
差
し
押
さ
え
等
)
な

ど
の
行
政
処
分
に
よ
り
、
納
税

者
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
が

不
当
に
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
不
服
申
立
制
度
が

般
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
税
務
署
長
に
対

す
る
異
議
申
立
て
と
国
税
不
服

審
判
所
長
に
対
す
る
審
査
請
求

と
が
あ
り
ま
す

。く
わ
し
く
は
、

税
務
署
ま
た
は
国
税
不
服
審
判

所
へ
お
尋
ね
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
東
京
国
税
不
服

審
判
所
き
2
1
6
2
5
9
1

▽

足
立
税
務
咢
雲
脚
6
2
4
1
　

▽
西
新
井
税
務
署

昔
叫
I

1
1
1

』
6
月
の
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
風
水
書
に
備
え
ぷ
つ

▽
家
庭
内
の
危
険
物
は
正
し
く

取
扱
お
う

「
鉄
酒
妨
害
防
止
運
助
」

-
6
月
5～
2
5
日
-

▽
線
路
に
石
や
物
を
置
か

な
い

▽
列
車
や
電
車
に

石
や
物
夲
稷
げ
な
い

▽

列
車
や
電
申
の
窓
か
ら
空

ビ
ン
や
空
カ
ン
を
投
げ
な

い

▽
線
路
に
入
っ
た
り

線
略
の
近
く
で
遊
ば
な
い

▽
踏
切
で
は
、
い
っ
た
ん

止
ま
っ
て
右
・
左
の
安
全

を
確
か
め
て
か
ら
霞
る

▽
踏
切
設
備
や
標
識
類
を

い
た
ず
ら
し
な
い

UK240, 000


